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由陰地方に お ける ス ギ花粉飛散状況 とス ギ花粉症

鳥取大学耳鼻咽喉科

　 石津吉彦

　鳥取県米子市を中心 に，山陰地方 に お け る ス ギ花粉飛散数 の 観測 を 1982年よ り1986年ま で行 い ，そ の

特徴をま と め た．

　1．山陰地方 で は ス ギ花粉 は 2月上旬 か ら 下 旬 に 飛散が開始 し，4 月下旬 まで 続 き，ス ギ花粉前線は 西

部 か ら東部 へ 移動 す る．

　2．山陰地方 で は 安定 した ス ギ花粉の 飛散が 始 ま る と，1 日 の 飛散 数 は 日平均気温 が 高い ほ ど有意 に 多
い ．

　3．ス ギ花粉症 は，ス ギ花粉 が 初 め て 大量 に 飛散 した 日あ る い は そ の 翌 日 に 最 も多 く発症 し ， 飛散数が

ピ ーク と な る 日まで に ほ と ん と が 発症 した．

　4．米子市で は，前年 ア月 の 気象デ
ー

タと翌年の ス ギ花粉飛散 総数 との 間に は有意な相関は み ら れ ず，

当年 3 月 の 月平均 相対湿度 （r ＝− 0．982，ρ〈 0．02）， 2 月の 月平均相対湿度 （r ＝ − 0，976，ρ〈 0．05），
2 月の 降水量 （r ＝− 0．95ア，ρ＜ 0．05）との 間 に 有意 な 負の 相関が み られ た．

Key 　 words ：　atmospheric 　 po！！en 　 grain − Cκゆ〜卿 昭 洳 iaPonica
− San−in　area − Sugi　pol］inosis

meteorological 　 factors

　 ス ギ花粉症 は，抗原で ある ス ギ 花粉 が 一
定量以上飛

散し な い と発症 しな い と い わ れ て お り 3］9］，ス ギ 花紛 飛

散総数 と ス ギ 花粉症発 症者数 との 間 に 相関関係がある

こ とが わ か っ て い る
16 ）29 レ． ス ギ 花粉 の 飛散 は 気象 に ょ

る影響 を受 け る た め．気温，湿度，日 照時間な ど の 気

象条件 と の 関係に つ い て の 報告 は 多 い ．広 範な 地域 に

お よ ぶ調査鋤 脚 2）
に よ る と．ス ギ 花粉 の 飛散 に は 地域

差が み られ る． しか し，肖 陰地方 に お け る ス ギ花粉 の

飛散 に 関す る詳細 な報告 は され て い な い ．こ の た め ，

1982年 よ り1986年 まで 鳥取県 米 子市を中 心 に，山陰地

方 に お け る ス ギ 花粉飛 散数の 観劇を行 い ，そ の 特微を

ま とめ た の で 報告す る．

研究方法

　1．ス ギ花粉飛散数 の 観測

　ス ギ 花粉飛散数 の 観測 は ，島根県浜田 甫，島根県松

江市， 鳥取県米子 市，鳥取県鳥取 市 で 行 っ た．観測地

点 お よ び観測年 は 以 下 の と お りで あ る ，浜 田 甫黒 川町

374番地 の 国立 浜 田 病院 2 階ベ ラ ン ダ（地上 5m ）で 1986
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年 2 月 1 日 よ り 同年 5 月 1  日 まで 観測 した ．松江市南

lB町 143番地 1 の 松江赤十字病 院官舎 4階屋上（地上 15

m ）で 1983年 3 月21日 よ り同年 4 月30日 ま で 観測 し，同

市 北 田 町27番地 1 の 同病院官舎 3階屋上 （地上 11m）で

1986年 2 月 1 日 よ り 5 月ユ  日 ま で 観測 した ．米子市 西

町 36番地 1の 鳥取大学医学部附属病院 6階屋上 （地 上

21m ）で 1982年 1 月 1 日 よ り1985年12月31日 ま で 観測

し た．鳥取市湯所 1丁 目434番地 （地上 O．9m ）で 1983年
3 月 1 日よ り同年 4 月30日 ま で 観測 し，同市寺町15番
地 7 ｛

’
地 上 1．5m ）で 1986年 2 月 1 日 よ り同年 5 月1  H

まで 観測 し た．

　 ス ギ 花粉 の 採取は ，Durham の 標準花粉採取器
3 ｝14 〕

を 各観測地点 に 設置 し，表面に あら か じ め 薄 く ワ セ リ

ノ を塗 布 し た ス ラ イ ド グ ラ ス を固定 し て 24時間 放置

し，毎 日
一

定時間 （午醜 9 −10時頃）に 取 り替 えた、 ス

ギ 花粉飛散数の 測定は
， 集め た ス ラ イ ドグ ラ ス に Cal−

berla液（グ リーヒ リ ソ 5ml，95％ ア ル コ ール 10m1，蒸留

水 15ml， 2 滴 の 飽和 フ ク シ ゾ 液を混 合 した もの ）をか

けて 艶 し，こ 雄 1辺 18  の が 一グ ラ ス を の せ ，

光学顕微鏡に よ り3．24cmZの ス ギ花粉 の 総数を算定 し

ユcm2 当た りの数に換算 した ，ス ギ 花粉 は染色液 に よ り

赤染 し，球型 の 花粉 よ り花粉管 口 が鈎状 に 突 出 して い

る特徴を持つ e）151た め，同定 は 容易で ある．

　 2．気象条件
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62 山陰地 方の ス ギ 花粉飛 散状況

　気温 ， 湿度，日照時間，降水量 お よ び風向な ど の 気

象 デ ー
タ ｛ま，日本気象協会島根県支部発行 の 1982年 7

月か ら1986年 5 ．『ま で の 島根県気象月報，お よ び 日本

気象協会鳥取県支部発行 の 1981年 7月 か ら1986年 5 月

ま で の 鳥取 県気象月報 よ り用 い た．

　3．ス ギ花竕症者の 検討

　 ス ギ花粉症者の発症 日 に つ い て の 検討 は，1982年 2

月 1 日 よ り1985年 4 月30日 まで に 鳥取大学医学部附属

病院耳鼻咽喉科 （以 下 当科） を受診し，ス ギ 花粉症 と
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　Fig，1，　 MeteorolGgical 　factors，　 number 　of

patients　w 圭th　Sugi　pomnosis 　and 　pollen　cQur 】ts　of

Cη
b
｝
　tometiZi　）砂 onica 　at　Yonago 　Cit｝i　in　1982．　DMH ，

daiiy　 mean 　humidity ； DSH ，　dai玉y　shin ｛ng 　hours ；

DMT ，　dai亅y　 mean 　temperature ； NP ，　 number 　of

patients．　A　bar　of 　the 　histogram　means 　the　total

nurnber 　of　patients　every 　IOdays ．　Each　ciosed 　circle

cor τ esponds 　to　 a　 patient　whose 　onset 　date　 was

certain ．

診断 さ れ 上．中，下 旬 ご との 発症期 が わ か っ て い る 30

名お よ び発症 日が明 らか な32名と，1986年 2 月 1 日よ

り 4 月30日ま で に 受診 し ス ギ花醗症 と診断 され，発症

日が明 ら か な国立浜田 病院耳鼻咽喉科 の 12名，済生会

江津病院耳鼻咽喉科の 21名，松江赤十字病院耳鼻咽喉

科 の 57名，当科 の 16名お よ び鳥取県立中央病浣耳鼻咽

喉科 の 21名 の 計 189名 に つ い て 行 っ た．こ の うち 男性 が

80人 で 30歳台20人，次 い で 20歳台お よ び40歳台の 18人

の 順 で あ っ た ．また 女性 は 109人 で 30歳台58人 ， 20歳台

21人，40歳台 12人 の 順 で あ っ た ．ス ギ 花粉症 の 診 断 は，

ス ギ 花粉飛散期 に
一致 して 季節牲 の 鼻 ア レ ル ギ ー

症状

を 呈 し，ス ギ 花粉 に 対す る 皮内反応が陽性 で RAST

score が 2 以上 の もの と し た ．
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　Fig．2．　The　same 　data　 as　in　Fig「1at 　Yonago

C主ty　in　1983，
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結　果

　L　ス ギ花粉飛散状況

　米子市 に お け る1982年 か ら1985年 まで の 日平均椙対

湿度 輝 日照時間 ， 日平均気 温 お よ び ス ギ 花紛症 の 発症

者数と ともに ス ギ 花粉飛散数を Fig．1，2，3，4 に 示 し

た，ス ギ花粉飛散開始 日 は，1982年で は 2 月10日，1983

年で ；t2 月15日，1984年 で は 2 月25日 ， 1985年 で は 2

月 ？ E で あ っ た ．ス ギ 花粉飛散数 の ピ ー
ク の 月 日お よ

び そ の 時 の 飛散 数 は，1982年 で は 3 月29日で 534偶，

1983年で は 4 月 5 日で 58個，1984年 で は 3 月27日 で470

個 ，1985年で ば 3 月25日 で 156個 で あ っ た ，ス ギ花紛飛

散を み た 最後 の 日 （以下 ス ギ 花粉飛散終了 日 と す る ）

は ，1982年 で は 4 月27日，1983年で は 4 月24日、1984

年で は 4 月26日，1985年 で “t　4 月27日で あ っ た．以上

よ り米子市で は 早い 年で は 2月 10日前後，遅 くとも 2
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　Fig，3，　 The　 same 　data　 as 　 in　 Figs．1and 　 2　at

Yonago 　City　in ユ984，

月下 旬に は ス ギ花粉 の 飛散が開始 し， 3月下旬か ら 4

月上旬に か けて 飛散数 の ピー
ク をむ か え，

4 月 下旬 に

は 飛散 が 終了す る こ とが わ か っ た．各年 の ス ギ 花粉飛

散総数は
，
1982年で は 2182個，1983年で は 360個，1984

年 で は 1571個，1985年で は 857個 で あ っ た．

　 1983年の 松江市お よ び鳥取市に お け る 日平均相対湿

度，日照時間お よ び 日平均 気温 とともに ス ギ 花粉飛散

数を Fig．5，6 に 示 し た，観測開始時点で すで に ス ギ 花

粉 の 飛散 が み られた た め ，松 江 市，鳥取市 に お け る ス

ギ花粉飛敬開始 日 は 不 明 で あ る．観 測期間内 で の ス ギ

花粉飛散数の ピ ーク の 月日 とそ の 時の 飛散数は
， 松江

市 で は 4 月 5 目で 29個，鳥取 市 で は 4 月13日で 125個で

あ ・） た ，ス ギ 花粉飛 散終了 日 は ，松江市 で は 4 月21日，

鳥取 市 で は 4 月22日 で あ っ た．観測期間内 の ス ギ 花粉

飛散数は ，松江市 で は ig9個，鳥取市 で は 417個 で あ っ

た．
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　Fig．4，　 The　same 　data　as ｛n　Figs．1，2and 　3　at
Yonago 　Clty　in　 l985．
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田 陰地方の ス ギ 花粉飛散状況
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　Fig、5．　Meteor‘）logical　factors　and 　po】len

counts 　of （：ア｝2・t‘）melia ／ltponica　at 真｛aてsue 　C｛ty　 in
1983、Pollen　grains　were 　colleα e（l　from 鄭｛arch 　21　to
April　3D．

　 1986年 の 浜 田 市，松江 甫 お よ び 鳥取市 に お げ る 日 平

均旛対湿度，日照時間．日平均気温 お よ び ス ギ 花粉 症

の 発症者数 とともに ス ギ 花暢飛散数を F｛g ，7、8，9 に

示 した，ス ギ 花粉飛散開始 口 は ，浜 田 市で は 2 月16日，

松江市 で は 2 月21［i、鳥取市 で は 2 月19 日 で あ っ た ．

ス ギ 花粉飛散数 の ピ ーク の 月 日 と そ の 時の 飛散数 は，

浜田 市で は 3月 8 日で 953個．松汗 市で は 3 月 15H で

685飼、鳥取市 で は 3 月25日 で 76個 で あ っ た ．ス ギ花粉

飛散終 ∫日ば ，浜 田 市で は 4 月 14目、松江 甫で は 4 月

25日，鳥取市で は 4 月23H で あ っ た ，ス ギ花粉飛散総

数 は ，浜 田市 で は 2366儷．擾江市 で は 2573個、鳥取市

で ば 582個 で あ っ た ．

　2．ス ギ花粉飛散 と気象条件の 関係

　米子 iiiに お け る ス キ 花粉飛散総数 に つ い て 前年 7 ，

8 月 と翌年 の 飛散期に あ た る 2， 3月 の 月平均気温，

月平均相対湿度，総日照時間お よ び降水量 （Tab ｝e　1）

との 相関性 に つ い て 検討 した （
「
Table　2冫．前年 の 気象

デ ー
タ の な か で ，翌 年 の ス ギ 花粉飛散総数 と有意 な糂
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　Fig，6，　 The　same 　data　as　ln　 Fig．5at　 TottDri
City　 in　 19S3．　 Pollen　 grains　 were 　 collected 　 from

March　l　to　Apri130，

闘が認め られ る もの は なか っ た．また 当年の 気象 デ
ー

タ の な か で 最 も高い 相関を み た の は 3 月 の 月平均 相

対湿度 （r＝− 0．982，かく O．02）で ，
つ い で 2 月の 月平

均相対湿度 （r ＝ − O．976，p＜ O．G5）， 2 月 の 降 水 量

隻r
＝− 0．｛57， p〈 0，  5）の 順 で 負の 相関がみ られ た．

　1982年 か ら1985年 ま で の 米子市 で の ス ギ 花粉 の 飛 散

期に お け る ス ギ花粉飛散数と口平均気温 との 関係 に つ

い て み る と，ス ギ花粉 の 飛散が始 ま る以前 の 日 平均気

温 よ り 2− 3℃以上 の 急激 な 日平均気温 の 上昇を み る

と ス ギ花粉 の 飛散が始 ま っ て い る，ま た ，日平 均気温 が

6 ℃以上 の 日が 2 日以 ．ヒ続 く と大量 の ス ギ 花粉 が 飛 敬

し， 1 日の ス ギ花粉飛散数が20個を越 え る よ うに な る

と，ス ギ 花粉飛散数も安定 して い る （Fig．　L　2， 3， 4）．
こ の こ と よ り，1985年 に つ い て 1 日 の ス ギ花粉飛散数

が 初 め て 20個以上 とな っ た 3 月 4 日 よ り最後 に 20個以

N 工工
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　Fig，7．　 The　same 　data　as　 in　Figs．ユ
ー4　at

Hamada 　 Citv　 in　 1986，　 Each 　 closed 　 circle 　 corre −

sponCls　to　a　patient　at　Hamada 　City，　 whi ｝e　each

open 　circle ，　a　patient　at　GOtsu　City．
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　Fig，8，　 The　same 　data　 as 　ln　Fjg．7at 　Matsue

City　 ln　1986、　Each　closed 　 cirde 　 corresponds 　to　 a

patient　at 　Matsue 　City，　while 　each 　open 　circle 、　a

patient　at　Yonago 　City，

一ヒの ス ギ 花粉 の 飛散を み た 同年 4 月19ヨ まで の 間 で，

飛散数が20個未満の 日 と20鰯以上 の 日 に つ い て 日 平均

気温，目 平均相対湿度 お よ び H 照時間 との 関係に つ い

て 検討 し た （Table　3）、た だ し， ス ギ 花粉の 飛散を み

な か っ た 日 は 除外 した ．また 1982年，1983年，1984年

は ス ギ花粉が 2  個未満 し か 飛散 し な か っ た 日数 と2 僊

以上飛散 し た 日数に 極 端な 差がある た め 検討 か ら除外

し た．安定し た ス ギ花粉の 飛散が 始 ま る と， 日平均気

温 は 高 い ほ ど （p く O．05），日平均相 K 湿度ば 低い ほ ど

（p く O．02），
日照時閤 は 長 い ほ ど （pく G．05）飛散数が

多い こ と が わ か っ た （Mann −Whitney の U 検 定）．

　1986年に お け る 浜 田 市，松江 市，鳥取市 で も同様 に

日平均気温 が 6 ℃ 以 上 と な る 日が 2 日 以上続 くと大量

の ス ギ 花粉が飛散 し， 1 日の ス ギ花粉飛散数が 20個 を

越 え る よ うに な る と安定 した 飛散が み られ る． こ の た

め 1 日 の ス ギ花粉飛散数 b9初 め て 20個 を越えた 日 よ り

最後 に 20個を越 k た 日 ま で の 間 で ，飛散 数が20個未満

の 日 と20個以 上 の 日 に つ い て 日平均気温，日平均椙対

湿 度 お よ び 日 照 時 間 と の 関係 に つ い て 検 討 し た

（Table　4）．た だ し，ス ギ 花粉 の 飛散をみ なか っ た 日は

除外 した 、浜 田 市 で は 3 月 4 日 よ り 4 月 5 日 ま で の 間

で検討し ， 日平均気温 は 高 い ほ ど （p〈 O．01），また 日

照 時間 は 長 い ほ ど 〔p＜ 0，01） ス ギ花粉 飛散数 が 多 い

が，日平均相対湿度に つ い て は 飛散数 との 間 に 有意な

閣係 は み られな か っ た （Mann −Whitney の U 検定）p

松江 市で は 3 月 4 日 よ り 4 月 3 日 ま で の 間 で 検 討 し
，

N 工工
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』鼕．．． ． 　D 　　 　　　Feb ，　　 　
　

　M

，　　　　　Apr ． 　Fig ．9．　The 　same 　data　 as 　in　 Fi

．7and　8　atT 〔｝ttori 　C

y 　 in

1986 ． 」 漏 厭＿ 日平均気温 が 高 いほど

ギ花粉飛散数が 多い（ p く O ．Ol ） が， 日 平 均 相 対

度および 日 照 時 間について は 飛散 数 と の 問に 有意な
関

は みられなかっ た （ Mann ・ Wh 三tney の U 検 定

． 鳥 取 市 で は 3 月 9日より4 月 3 日 ま で の 間で検

し，日平 均気 温が高 いほどスギ花粉 飛散数が多 い （ p 〈

D05 ） が ， 日 平 均相対湿 度 およ び口 照時 間 につ

ては 飛 散 数と の間に有意な
関

係はみられ な か った（M

n ・VF
’ ltitney のU 検定） ， 　

D スギ花 粉 飛 散 と スギ花粉症 発 症との関係 　 米 子 市 におけ

1982 年 から 1985 年 まで のス ギ 花 粉 飛 散数

ス ギ 花 粉 症発症 者数との関 係 に つ い てみる と ， 1
の飛散数が 20 個

を 越え る 頃 よ り 発 症 者が 多 く な

， 飛 散 数 が ピークとなる日までにほとんどの爾 が
発 症して い た（

g ．1 ，2，3 ， 4 ） ， 同 様 に ， 19S6 年 の浜 田

s ，松江市，鳥取市におけるスギ花粉飛散数とスギ花 Table 　l 　Total　yearly

p（｝llen 　 counts 　Qf　C弓舞 o 尹解癜 　　　扣ρ碗ぐ

and 　monthly　meteorologlcai
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粉症発症者数についてみると ， や は り 1 日 の 飛 散 数 が 20 魎

越える ように な ると発症者が 多くな り ， 飛散数 が

ー ク
と なる 日 ま でに ほ と ん ど の 例が発 症 していた （

g ．7， 8 ， 9 ）． 浜 田市 で は3 月 4 日に ス ギ花 粉 飛

数
が
急増 し ， ス ギ 死 粉 症発 症者も最 多 と な り．飛散 数 が ビ
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Table　3　Relationsh1p　between　daHy　pollen　counts

　　of 　C脚 彦o η凹 勲 ノaponica 　and 　daily　meteoro ・

　　　｝ogica …factors　at 　Yonago 　C玉ty   1985

一
　　　　　　　　く 20 （n ＝14）：≧ 20 〔n ＝ll）

Meantemperature
（℃ ）

8．4
…
：

10．4 ：

昌

ρ〈 O．05

Mean 　re1 試tive
humidltv 〔％｝　　　　　　「

72．1 …

…
53．9

：

…

かく o，Clユ

Shininghours 4．G ：

…

8．3 …

…
♪＜ G，0ユ

　StatiStical　analysis 圦・as 　performed 　by 昏lann一圦恥 itney

UteSt．

例が約80％を占め ，浜 田 市 とほ ぼ同様 の ス ギ 花粉症 の

発症パ タ ーン が み られ た ．松江市で は 3 月 8 臼 に ス ギ

花粉飛散数 が 急増 し，翌 3 月 9 日 1こ ス ギ 花粉症発症 者

が 最多とな り， 飛散数が ピー
ク とな っ た 3 月15日 まで

の 発症例 は 約85％で あ っ た ．米子市 で の X ギ花粉症 の

発症パ タ ーソ を み る と， 3 月1Ci　H の 発症が最も多 く，

次 い で 3 月 9 日 の 頬 で 1 日 の 遅 れ があ る もの の ，松 江

斎 どほ ぼ同様 の ス ギ花粉症 の発症 パ タ
ー

ソ を示 した ．

鳥取市で は 3 月 9 日 に ス ギ花粉飛散数が急増 し，翌 3

月10日 に ス ギ花粉症発症者が最多 と な り，乗 散数が

ピ
ー

ク と な っ た 3 月25日 ま で の 発症例 は 約 90％ で あ っ

た ．ま た 3地点 とも日平均 気温が 6℃ 以上 の 日 が 2 日

以上続 くと ス ギ花粉 の 大量飛散が始 ま り，初め て ス ギ

花粉が 大量 に 飛散 し た 日ある い は そ の 翌 日 に 最 も多 く

発症する こ と がわ か っ た ．江津市に お ける ス ギ 花粉症

者に つ い て は ，江津市 は 浜 田 市か ら約 18km し か離れ

て い ない こ と（Fig．10）， 発症 の パ タ
ー

ン も浜 田 市 と よ

く似 て い る こ とよ り，Fig．8に 示 した．また米子市 に

お け る ス ギ花粉症者 に つ い て も，米子市 は 松 江市 か ら

約26km しか 難れて い な い こ と （Fig．1  ），発症の パ

タ
ー

γ も松 江市 と よ く似 て い る こ と よ り，Fig．9 に 示

して ある，

　1982年か ら！985年ま で の 米 子市 に お い て ， ス ギ花粉

飛散数が 1 0個以上 み ら れ た 日 に つ い て最大風速の 風

向 と の 関係 に つ い て 調 べ た が，
一

定 の 関係 は み ら れ な

か っ た ．1986年 に つ い て 浜 田市，松江市 ， 鳥取市 で の

ス ギ花粉症 の 最多発症 日に お け る最大風速の 風向に つ

い て み る と ， 浜田市で は 南西 ， 松江市で は南南西 ， 鳥

取市 で は 南 と ， 3地点 と もほ ぼ南 か らの 風 が 吹 い て い

た （Fig，1の ．また ス ギ花粉 飛散数Dlloo個 以上 み られ

た 日に つ い て 最大風速の 風向と の 関係 に つ い て 調 べ た

が，一定の 関係は み られ な か っ た ．

考　察

　 1963年 に 日 本 に お け る ス ギ花粉症 が 初 め て 栃木県 日

光地方で 発見され
S｝，以後各地 で も確認さ れ

1），最近 の

報告
20｝

をみ る とか な りの 数 の ス ギ花粉 症者が い る もの

Table 　4　Re1at…on8hip 　between　daily　P  llen　counts 　of　Ct｝拏）ゴoノ泥εワia

　　 iaPonica　and 　daily　meteoro 玉og …cal 　factors　at 　Hamada

　　　 　　Cityレへ｛atsue 　City　and 　Tottori　City　in　1986

Dany 　ponenc ・幡 ノ 
z

　 i
く 20 ≧ 20　　 i

Hamada （n ＝上1） （n ＝18）

Mean　tem 碑 rature （℃） 5．4 8．2 ρ＜G．D1

も｛ea τ】 rela キive　humid言ty　（％） 65．7 66、9 N ．S．
Shining　houTs 2．6 7．4 かく G．01

Mats ロ e （n ；14＞ （n
＝17）

Mean ［  peraしure （℃ ） 3．8 7．3 かくo．o王

M ・ an ・ ei ・ ヒi・ e 　h   idi・》・（％）　 i74 ．6 72．1 N ．s、

Shini  hours　　　　　　　 l4 ．4 5．2 N ．S．

TQttori （n 二19） （n ＝8）

Mea 目 te叩 erat 巳 re ぐC） 6．3 8．呂 ρく0．05

Mea 腑 relative 　humidity （％） 65．8 70．8 N ．S、

Shining　houτs 4 ．9 5．9 N ．S，

Statistical　ana 】ysis　waE 　perfGrmed 　by　Mann ・IVhitney　U 　test．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　Flg．1α　Directions　of　max 　wi 【ld　velocity 　on 　the　day　when 　symptoms 　of 　Sugi
pollinosis　apPea 【ed 　conspicuously 　｛n ：nost 　of 　patients　at　Hamada 　C雪ty，　N1atsue
City　and 　Totto虹 City　in　l986．

と思われ，地域 に よ っ て は 住民 の 約 10％が発症 して い

る所 もあ る
’！），また ，

ス ギ花粉飛散総数が多 い 年に は ス

ギ 花粉症の 発症が多い
；6 ｝！OV． こ の た め ス ギ 花竕飛散総

数 に 影響する気温，湿度や 日照時間な ど の 気象条件 と

の 関係 に つ い て の 報告 は 多 い ．こ れ ら の 報告に よ る と

ス ギ花粉飛散総数や飛散 パ タ
ー

ン に は 各地域 に よ り差

が あ る．こ うした こ と よ り，山陰地方で は どの よ うな

特徴が み られ る の か を ，
ス ギ花粉飛散総数，飛散パ タ

ー

ン ，気象条件お よ び ス ギ花粉症発症状況 との 関係を中

心 に 検 討 した ，

　 ス ギ花粉飛散数の 測定場 所 に つ い て は ，周囲の 障害

物 に よ る影響を避 けるた め， ．一・
般 に は ビ ル 屋 上が良 く

利 用 され る．しか し，地上 1．5m と2  m の 高さで 観混 し

た ス ギ 花粉飛散総数 や 飛散 パ タ ーン に 差は な
1．・とい う

報告
131

があり，今回 の 調査 で も測定場所 の 周囲 に は 障

害物 は な く．高低 の 違い に よ る影響 は 少な い と思われ

る．

　ス ギ 花粉 の 飛散 パ タ
ー

ン に つ い て
，

1983年 に お け る

松 江市，米子市 お よ び鳥取市で 比較する と．松江甫 と

米子市 で は 飛散数 の ピ
ー

ク は 同じ 日 だ っ た が，鳥取市

で et　8 日遅か っ た．同年 に お け るス ギ花粉飛散鞍了 日

は 松江 市，鳥取市，米子 市 の 順 で t 松江 甫 と米子 市 の

差 ei　3 日で ，あ ま り差 が な か っ た．ユ986年に お け る ス

ギ花粉飛散は，浜 田 市 で 最 も早 く始 ま り， そ の 3 日後

に 鳥取市，さらに そ の 3 日後 に 松江市 て
’
も飛散 が み ら

れ た ．同年 の ス ギ 花粉 飛 散数 の ピ ーク は 浜 田 帝 で 最 も

早 く， 松江市 で は そ の 7 日後，鳥取市 で は さらに そ の

10日後で あ っ た．また同年 の ス ギ 花物飛散終了 日 は ．

浜 田 市 で 最 も 早く，鳥取市 で は そ の 9 日後，松汀市 で

は さらに そ の 2 日後で，松江市 と鳥壇市 で あま り差 が

な か っ た． こ う した こ と よ り，山陰地方に お げ る ス ギ

花扮 の 飛散は，西 部に 位置す る浜 田 市 よ り始 ま り．ス

ギ 花粉飛散数 の ピ ーク も浜田 市 に お い て 最 も早 く， 中

部 に 位置す る松江市 と米子市で は ほ ぼ 同 じ頃 に 飛散数

の ピ ー
ク を 迎 え，東 部 に 位置す る鳥取市で最 も遅 い ．

飛散 の終了 も浜田市で最 も早 く，松江市，米子市 お よ

び鳥取市 で は あ ま り差 が な か っ た．こ れ は 山 陰地方 西

部 の 浜田市 で は 松江市や鳥取市 に 比 べ て 1，2 月 の 降

水量 が 少な く，月平均 気温 が 約 1− 2 ℃高 い た め ，最 も

早 くス ギ 花粉 の 飛散が開始し，皰地区 よ り早 い 飛散数

の ピ ー
ク を む か え る もの と 思 わ れ る，こ う した ス ギ 花

粉の 飛散パ タ ーン よ り，山陰地方 で は 西 部 よ り東部 へ

と ス ギ 花粉前緑 が 移動 し て い く こ と が考 え られ る． こ

の ス ギ花粉 飛散 パ タ
ー

ン を関東地方 北部 で の 報告
2）20 ）

と比較す る と，飛散開始は ほ ぼ同 じ頃 だ が，飛散数 の

ピ ー
ク と飛散が終了す る時期は 山陰地方 の 方が 約 1 ，

2週間早 い．

　ま た ス ギ 花粉飛散総数は 年次 ご と に 大 き く変動す る

が，鳥取市 に お け る ス ギ花粉飛散総数は 他地区 に 比較

し少な い よ うで あ る．そ の 理由 に つ い て は 不 明 で あ る．

今回 の ス ギ花粉飛散数の 観測を行 っ た 4市 の ス ギ 森林

面積 は 米子市 の み 7ha と少 な く．それ以外 の 3 市 は 約
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900−1700ha で あ る が，米 子市 に 隣接 し た 町 村 全体で は

約 1600haが あり，観測地点か らそ う遠 くな い 所 に もス

ギ の 山林が あ る．し か し，島根，鳥取両県の ス ギ森林

面積は それぞれ70，413及 び 71，146haU986 年 ）
・て．そ

の うち 山問部 の 町村 が 約80％ を占め て お り，また ス ギ

花粉症 の 最多発症 日 に 南か らの 風が吹 い て い た こ とか

ら コ」陰地 方で は ス ギ花粉 は 主 と して，ほ ぼ東西 に の ひ

る 中国 iL地 の 森林 よ り飛 散す る と考えられ る．

　 ス ギ 花粉飛散総数 と気象条件 との 関係 に つ い て は ，

ス ギ 雄花芽 分化 ues）5）に あ た る前年 7 月 の 月平 均相対

湿度や 月平均気温 お よ び総 日照時間 と翌年の ス ギ花扮

飛散総数と の 相 関が報 告さ れ て い る．ス ギ 花粉 飛散総

数と湿度 との 関係 に つ い て 宇佐 神ら
‘ 1

は 神奈．Jll県相模

原 甫で の 調査 よ り， 7 月 の 月平均気温 よ b も月平均相

対湿度が ス ギ 花粉飛散総数 と良 く相関 し．Y ＝ − 330X
＋ 28336 （X は 平均気温が23．9℃以上 の 年 の 平均相対

湿度，Y は ス ギ 花粉飛散総数〉 と い う方程式をだ して

い る．ま た，山崎二7H9 ，
に よ れ ば，前年 7 月 の 平均気温

（MT ）とそ の 平年値 （MN ）の 関係が MT ≧ MN 千 1℃

の 時 は 翌年 の ス ギ 花物 飛 散総数 は 激増 し，同様 に

MN 子 1 ℃ ＞ MT ＞ MN の 時は 増加，　 MN ≧ MT の 時

は そ の ユ旬が高温 （旬別 MT ＞ 旬別 MN ）な ら ス ギ花

粉飛散総数 が 増加す る こ とがあ る と して い る． こ れ を

米子市 に つ い て み る と，前年 7月 の 月平均相対湿度，

月平均気温 と も翌年 の ス ギ 花粉飛散総数 と 相関 が み ら

れな か っ た （Table　2），前年 7月の 降水量と ス ギ花粉

藻 激総数 と あ る 程度 の 相関が み られ た が （r
＝0．744）有

意で は な か っ た．観 測年 数 が 短 い の で 断言 は で きな い

が ，米子市 で は ス ギ 花粉 飛散総数は前年の 気象 よ り，

ス ギ花粉飛散期に あた る 2，3 月の 月平均相対渥度や

2 月の 降水量 と ス ギ花粉飛散総数 と の 間 に 密接 な関係

が あ り （Table　2），飛散期に あ た る 2 月 の 降雪 や， 3

月 の 降雨 に よ っ て ，ス ギ 花粉飛散が大きく影響さ れ る

た め と思われ る． こ の よ うな 2 刀 の 降雪 や 3月 の 降雨

は 、米子市 だ け で な く山陰地方 に 特徴 的 な 気 象 で あ る

こ と よ り，山 陰地方て は ス ギ 花粉 の 飛散 は 当年 の 2 ．3

月 の 降水量 の 影響 を大 きく受 け，前年 7 月 の 気象資料

か ら翌年 の ス ギ 花粉飛 散総数を 予測す る こ とは 難し い

と 思 わ れ る、

　 ス ギ 花粉飛散期 に お い て は
， 日平均気温 が L昇 し安

定す る よ うに な る と．それ まで わずか で あ っ た ス ギ花

粉飛散が急増す る．1983年に お け る松江市，米子市，

鳥取 市 お よ び 1986年 に お け る 浜 田 市，松江市，鳥取市

で の ス ギ花粉飛散数 の 観測 に よ り，山陰地 方で は 日平

均気温 が 6 ℃以 上 の 日が 2 日以 上 続 く と安定 した ス ギ

花粉の飛散が み られ る．関東地方やそ の 他の 太平 洋側

で は，ス ギ花粉飛散期 に お げ る ス ギ 花 粉飛散 は， 1 日

の うちで は湿度 の 影響を 最 も強 く受け，日出とともに

湿度 は 低下 し，最も湿度が低 くな る頃に ピ ーク と な る

こ とが確認 され て い る
9｝．しか し，1985年 の 米子市 に お

け る 1 日 ご との ス ギ 花粉飛散 数 に つ い て は 日平均気温

や 日照時間よ り 日平均相対湿度と密接な関係をみ る が

（Table　3＞，1986年 の 浜 田 有，松江市，鳥取市で は 日平

均相対湿度 との 関係 は み られず， 日平 均気温 と密接な

関係がみ られ る （Table　4）．こ の こ とよ り山陰地方 で

は，あ る程度 の ス ギ花紛の 飛散が始 ま る と， 1 日の 飛

散数 は 日平均気 温と最 も密接な関係が ある こ とが わ か

る．

　 ス ギ 花粉症 の 発症 に は 抗原 とな る ス ギ 花粉 の 量 が 大

きく関与し， ス ギ花粉飛散総数と ス ギ 花粉症発症者数

との 間 に 相関関係が ある こ とが 知 られ て い る
ls ）201 、ス

ギ花竕症は 1 日 の ス ギ 花粉 飛散数が 60−70個 で 発症 し，

2 個 以下 で は 症状 は 起 こ り難 い とする報 告 9）や， 6窩

くらい の ス ギ花粉が飛び姶 め る頃に 発症する とい う報

告
31
もあ り，

こ れ に つ い て も地域差が ある と思わ れ る．

ま た ス ギ花粉症 の 発症 に は ，安定 した ス ギ 花粉飛散 も

重要 と思わ れ る，今回 の 調査に よ り，山陰地方で は ．

1 日の ス ギ花粉飛散数 が 20個 を越え る頃よ リ ス ギ花粉

の 安定 し た 飛散 が み ら勲 ， そ の 頃 よ リス ギ 花粉症発症

者数も増え る（Fig．1．2，3，4，7，8，9）こ とが わ か っ

た ，ス ギ花粉症 は ス ギ花粉飛散の 開始が 早い 西部で 早

く発症し， ス ギ花粉前線 の 移動 とと もに 次第 に 東部 で

も発症す る．ま た ，浜田 市 や 江津 市 を 中心 とす る 西 部 t

松江市 や 米子市を中心 とする中部，鳥取市を中心 とす

る 東部 の 順 に ス ギ 花粉飛散 の ピー
ク に 約 1 週間の 遅れ

が あっ た 。

　以上 よ り山陰地方 に お い て は ，西 部 で は 浜 田 市 や 江

津市，中部 で は 松江市や米子市 ， 東部 で は 鳥取市 で ス

ギ 花粉飛 散数 の 観測 を 行 え ば，そ れ ぞ れ の 地域 で の お

よ そ の 指標 に で き，ス キ
：

花粉 症 の 予防に役立 て る こ と

がで きる ．ス ギ 花粉症者 は ，ス ギ花稱 が 初 め て 大量 に

飛散 した 日ある い は そ の 翌 日に 最も多 く発症 し，ほ と

ん ど が ス ギ 花粉 飛散数 が ど
一

ク と な る 日 ま で に発症 し

て い た、山陰地方 に お け る ス ギ 花粉症 の 予防的治療 は
，

ス ギ花粉飛 散開始期を考慮 に 入 れ 2 月上 旬 に は 開始

し，ス ギ花粉飛散 が 終了す る 4 月下旬 ま で 必要 と思 b

れ る．
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70 由 陰地 方 の ス ギ 花粉飛散状況

ま とめ

　1．ス ギ花粉前緩 は，山陰地方西 部よ り東部へ と 移動

し，それ と と もに ス ギ花粉症 も西 部 か ら東部 へ と発症

して い く，

　2．山陰地方 で は ，1 日の ス ギ花粉飛敵数が2Q個 を越

え る 頃 よ り，安定 した 飛散が み られ る よ うに な り．こ

の 時期 で は 1 日あた りの ス ギ 花粉飛散数 は 日平均気温

と最 も密接 な関係 が あ る。

　3．ス ギ 花粉症は．．X ギ 花粉 が初 め て 大量 に 飛散 し た

日 お よ び その 翌 日 に 最も多 く発症す る．

　4．米子市に お げ る ス ギ花粉飛散総数 は ，前年 7 月の

気象 データ よ り，当年 2 ．3 月 の 月平均相対湿度 お よ び

2 月の 降水量 との 間 に 有意な負 の 相関 が み られ た．

　稿 を終 え る に あ た り，懇 切 な 御指 導お よ び 御 校 閲 を賜 り

ま した 生 駒 尚秋 教 授，本 学 第 3内科 佐 々 木 孝 夫 教 授 に 心 よ

り深諜 致 します，また直接贋 詣導い た だ い た 鈴 六 健男講 師

に 感諜 の 意 を表 し ま す．

　本 論文 の 要旨は 第11回 ，第12回 日 本耳 鼻咽 喉科学会中 国

地方部会 で ロ 演 した ．
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ATMOSPHERICPOLLEN  COUNTS  OF  CR}7)TOMERIAi.JAPONICA

 SUGI  POLLINOSIS  IN SAN-IN AREA
AND

                     \oshihiko Ishizu
DopartmentofOierhin'ola7ympiqgy, 71}tton' Un:verstly Schoog of Medicine

   The  atmospheric  po1len counts  of C7JtPtomeria ]'apon ica recorded  in the San-in area  betweefi 1982 and  1986 were
analyzed,  and  the following results  were  obtained,

   1. The pollen front, beginning in early  or late February and  lasting until  late April, moired  from the west  ta
the east  of the area.  The  weSt  also  preceded the east  in the onset  of Sugi pollinosis.
   2. The  dai}y po}len counts  closely  correlated  to the daily mean  temperature.

   3. Symptoms  ef  Sugi pollinosis appeared  mostly  on  the days when  a large quantity of  Cmptomefia iaPenica
pol]en was  first dispersed, or  on  the fo]lowlng.days.

   4. In Yonage City, the total yearly pollen counts  ol  a  giyen year correlated  significantly'to  the monthlymean
humidity in February and  March (r=-O,976 and  

-e,982;
 P<e.05 and  e02; respectively>  and  the amount  of rain  fall

in February (r=:-O,957, ;><O.e5) of the actual  year, but not  to the meteorological  factors of the preceding year,


